
















I　問 題 と 目 的

















開発を行い（音山ら 2015），その中で AI （Appreciative Inquiry）における手法の 1つとして行わ
れるインタビューの利用可能性に着目して，AIミニインタビューを考案し，実習指導に取り入



































学生たちが保育実習 I（施設），及び 20日間連続して行われる保育所 I（保育所）と保育実習













した省察 12項目であった。実習終了から約 1か月半後の AIミニインタビュー実施前（以下，
t1），AIミニインタビュー実施後（以下，t2）において，「次の項目について，あなたは毎日の実
習の中でどのくらい意識しましたか。あなたにあてはまると思うところに○印をつけてください」





























































値の有意な得点の上昇が認められた（保育者に関する省察 : t= 5.42, df=94，子どもに関する省






事前（t1） 事後（t2） 増減 D（t2－t1）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均 SE t 自由度
保育者に関する省察  43.22  5.83  46.49  6.00 3.27 0.60 5.42 94 **
子どもに関する省察  40.90  6.19  44.80  6.40 3.96 0.49 8.03 92 **
他者に関する省察  44.23  5.82  46.62  6.74 2.40 0.59 4.10 91 **






事前（t1） 事後（t2） 増減 D（t2－t1）
尺度 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 SE t df
?????????
1 子どもと話した後，自分の言い方が適切かどうか考える 4.01 0.63 4.08 0.71 0.07 0.07 1.09 94
2 保育者としての自分の長所・短所を考える 3.44 0.95 3.78 0.73 0.34 0.10 3.41 94 **
3 子どもに何か言う前に，自分の言動の影響を考える 3.43 0.82 3.84 0.79 0.41 0.08 4.97 94 **
4 子どもに何か言った後，そのときの自分の感情について考える 3.00 1.04 3.35 0.88 0.35 0.12 2.98 94 **
5 自分の保育の方針を振り返り，改善すべきところを考える 3.21 0.96 3.79 0.77 0.58 0.10 5.86 94 **
6「子どもを保育する」とはどういうことか考える 3.13 0.91 3.49 0.85 0.37 0.10 3.67 94 **
7 保育において自分の振る舞いに目を向ける 3.94 0.87 4.11 0.75 0.17 0.10 1.77 94
8 子どもと話すとき，自分の態度に注意を向ける 4.08 0.74 4.26 0.77 0.18 0.09 2.05 94 *
9 子どもに何か伝える前に，自分の伝え方について考える 3.81 0.82 4.06 0.84 0.25 0.09 2.78 94 **
10 子どもと話すとき，自分の言動や態度を意識する 4.21 0.63 4.23 0.75 0.02 0.08 0.26 94
11 保育者としての信念について考える 2.78 0.91 3.09 0.88 0.32 0.10 3.07 94 **
12 子どもに対する自分の言動に気をつける 4.18 0.65 4.40 0.63 0.22 0.07 3.29 94 **
?????????
13 子どものこれからの成長について考える 3.50 0.77 3.75 0.85 0.26 0.08 3.09 93 **
14 子どもと話した後，子どもがどのように受けとめたか考える 3.49 0.91 3.73 0.89 0.23 0.09 2.72 94 **
15 子どもにとって，将来何が必要か考えながら育てる 2.76 0.86 3.21 0.96 0.45 0.09 5.06 94 **
16 子どもの普段の行動から，子どもの長所・短所を考える 3.74 0.79 4.01 0.82 0.27 0.07 3.78 94 **
17 子どもがどう変わってきたか考える 3.22 0.89 3.59 0.86 0.37 0.10 3.84 94 **
18 子どもに関する長期的見通しについて考える 2.69 0.92 3.16 0.93 0.46 0.09 4.97 94 **
19 保育の出来事から「子ども」の本質について考える 2.76 0.93 3.20 0.87 0.44 0.09 4.88 94 **
20 子どもと話す前に，子どもの受けとめ方について考える 3.13 0.83 3.47 0.89 0.33 0.09 3.47 93 **
21 子どもと一緒にいるとき，子どもの行動に注意を向ける 4.28 0.75 4.47 0.58 0.19 0.07 2.68 94 **
22 あらかじめ子どもの行動や態度を予想しておく 3.56 0.78 3.89 0.72 0.34 0.08 4.00 94 **
23 子どもの言動に気をつける 3.69 0.73 4.06 0.65 0.37 0.09 4.22 94 **
24 子どもと話しているとき，子どもの表情や態度に注意する 4.07 0.66 4.25 0.65 0.18 0.06 2.90 94 **
????????
25 他の人と保育の話をして，自分の保育の方針を改める 3.18 0.93 3.49 0.93 0.32 0.11 2.95 94 **
26 他の人の保育を見て，今の自分の保育に必要なことに気づく 3.99 0.81 4.20 0.74 0.21 0.10 2.20 94 *
27 いろいろな話を聞いて，自分の保育観を見直す 3.59 1.02 3.93 0.96 0.34 0.10 3.26 94 **
28 他の人と子どもの話をすることで，自分が担当している子どもの特徴に気づく 3.71 0.84 3.78 0.88 0.07 0.12 0.64 94
29 他のクラスの子ども達と話をすることで，自分が担当している子どもの特徴に気づく 3.41 0.98 3.60 0.95 0.19 0.12 1.57 94
30 他の人と話しているうちに，保育に関する疑問が解決する 3.30 0.85 3.71 0.78 0.41 0.09 4.37 93 **
31 他のクラスの子どもが保育者とかかわる様子を注意深く見る 3.97 0.84 4.03 0.87 0.05 0.09 0.58 93
32 他のクラスの子ども達と保育者が話す様子を注意深く見る 3.96 0.83 4.09 0.85 0.13 0.09 1.38 92
33 他の保育者の子どもに対する話し方に注意する 4.12 0.84 4.20 0.93 0.08 0.11 0.80 94
34 他の人が子どもにどのように接しているか注意深く見る 4.32 0.72 4.32 0.67 0.00 0.08 0.00 94
35 他の保育者が担当している子どもの言動を注意深く見る 3.85 0.81 3.99 0.88 0.14 0.09 1.51 94










対応のある t検定の結果，3つの下位尺度得点，及び合計得点において，協同効用因子（t= 4.04, 
表 2-1　AIミニインタビュー前後における協同作業認識尺度の得点
事前（t1） 事後（t2） 増減（t2－t1）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均 SE t 自由度
協同効用因子 37.83 3.51 39.26 3.93 　1.42 0.35 　4.04 89 **
個人志向因子 15.74 2.97 14.92 3.58 －0.81 0.30 －2.68 90 **






尺度 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均 SE t 自由度
??????
1 たくさんの仕事でも，みんなと一緒にやれば出来る気がする 4.43 0.56 4.51 0.55 0.08 0.06 1.30 90
2 協同することで，優秀な人はより優秀な成績を得ることができる 3.70 0.80 3.99 0.84 0.29 0.10 2.99 90 **
3 みんなで色々な意見を出し合うことは有益である 4.57 0.54 4.74 0.44 0.16 0.05 3.01 90 **
4 個性は多様な人間関係の中で磨かれていく 4.25 0.72 4.44 0.65 0.19 0.07 2.75 90 **
5 グループ活動ならば，他の人の意見を聞くことができるので自分の知識も増える 4.58 0.54 4.74 0.44 0.17 0.06 2.70 89 **
6 協同はチームメートへの信頼が基本だ 4.33 0.65 4.36 0.61 0.03 0.07 0.45 90
7 一人でやるよりも協同したほうが良い成果を得られる 3.96 0.74 4.07 0.74 0.11 0.09 1.16 90
8 グループのために自分の力（才能や技能）を使うのは楽しい 4.10 0.67 4.22 0.65 0.12 0.07 1.66 90
9 能力が高くない人たちでも団結すれば良い成果を出せる 3.99 0.77 4.16 0.75 0.18 0.09 0.09 90 **
??????
10 周りに気遣いしながらやるより一人でやる方が，やり甲斐がある 2.81 0.76 2.74 0.84 －0.08 0.11 －0.71 90
11 みんなで一緒に作業すると，自分の思うようにできない 2.54 0.72 2.37 0.75 －0.16 0.08 －1.98 90
12 失敗した時に連帯責任を問われるくらいなら，一人でやる方が良い 2.10 0.76 1.99 0.80 －0.11 0.08 －1.42 90
13 人に指図されて仕事はしたくない 2.31 0.88 2.31 0.85 0.00 0.09 0.00 90
14 みんなで話し合っていると時間がかかる 2.71 0.90 2.45 0.93 －0.26 0.10 －2.74 90 **
15 グループでやると必ず手抜きをする人がいる 3.26 0.83 3.07 0.81 －0.20 0.08 －2.38 90 *
??????
16 協同は仕事の出来ない人たちのためにある 1.63 0.57 1.73 0.63 0.10 0.06 1.53 90
17 優秀な人たちがわざわざ協同する必要はない 1.63 0.57 1.69 0.64 0.07 0.07 0.93 90


















次に，この 11項目の合計得点の高低をもとに 2群に分けて，自己評価低群（平均=44.13 ; 標
準偏差 =2.60 ; n=46）と自己評価高群（平均 =51.86 ; 標準偏差 =2.06 ; n=49）とし，2群それ
ぞれについて，AIミニインタビューの保育者省察尺度の得点と協同作業認識尺度の得点を対応
のある t検定により比較した。
保育者省察尺度については，表 3-2に示す自己評価低群（保育者に関する省察 : t=5.25, 
表 3-1　AIミニインタビュー実施後の自己評価の得点と得点分布















1 いろいろな人と，話をすることができた 4.53 0.54 0 0  2 41 52  97.89
2 自分の話をたくさんの人に聞いてもらえた 4.20 0.61 0 0 10 56 29  89.47
3 たくさんの人の話を聞くことができた 4.68 0.47 0 0  0 30 65 100.00
4 自由な雰囲気で話ができた 4.55 0.60 0 0  5 33 57  94.74
5 自由な雰囲気でまわりの人の話を聞くことができた 4.57 0.56 0 0  3 35 57  96.84
6 自分が経験していない出来事や状況を知ることができた 4.63 0.58 0 0  5 25 65  94.74
7 自分の経験に対して，自分とは違った見方を得ることができた 4.31 0.72 0 0 14 38 43  85.26
8 自分自身について見つめ直すことができた 4.17 0.71 0 1 14 48 32  84.21
9 会話を通して，自分の意見や考えを，深いものにすることができた 4.24 0.60 0 0  8 56 31  91.58
10 ふだんは話せない自分の考えや意見を，話すことができた 3.91 0.72 0 1 26 49 19  71.58
11 自分の考えや意見を，見つめ直すことができた 4.34 0.56 0 0  4 55 36  95.79
43対話的アプローチが実習事後指導における協同性に及ぼす影響についての一検討
df=45，子どもに関する省察 : t=5.12, df=45，他者に関する省察 : t=3.30, df=44，省察尺度合
計 : t=5.83, df=44，いずれも p<.01），表 3-3に示す自己評価高群 （保育者に関する省察 : t=2.97, 
df=48，子どもに関する省察 : t=6.32, df=46，他者に関する省察 : t=2.58, df=46，省察尺度合
計 : t=4.67, df=44，いずれも p<.01）ともに，保育者省察尺度の下位尺度及び合計得点のいずれ
も，事前より事後で有意な得点の上昇が見られた。
協同作業認識尺度については，表 3-4に示す自己評価低群では有意差は認められなかったが，





平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 SE t 自由度
保育者に関する省察  41.74  4.29  45.43  4.75 3.70 0.70 5.25 45 **
子どもに関する省察  40.41  4.83  43.48  4.79 3.07 0.60 5.12 45 **
他者に関する省察  42.87  4.87  45.36  4.96 2.49 0.75 3.30 44 **




平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 SE t 自由度
保育者に関する省察 44.61 6.73 47.49 6.88 2.88 0.97 2.97 48 **
子どもに関する省察 41.38 7.30 46.21 7.55 4.83 0.76 6.32 46 **
他者に関する省察 45.81 6.21 48.13 7.71 2.32 0.90 2.58 46 **




平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 SE t 自由度
協同効用因子 36.39 2.87 37.11 3.03 　0.73 0.42 　1.71 43
個人志向因子 15.78 2.76 15.38 2.82 －0.40 0.45 －0.89 44







察 : r=.34，他者に関する省察 : r=.40，省察尺度合計 : r=.41，いずれも p<.01）の間に中程度
の正の相関が認められ，保育者省察尺度の下位尺度・省察尺度合計と互恵懸念因子（保育者に関
する省察 : r=－.24, p<.05，子どもに関する省察 : r=－.22, p<.05，他者に関する省察 r=－.36, 
p<.01，省察尺度合計 r=－.31, p<.01）との間に弱い，または中程度の負の相関が認められた。
事後では，保育者省察尺度の下位尺度・省察尺度合計と協同効用因子（保育者に関する省
察 : r=.29，子どもに関する省察 : r=.28，他者に関する省察 : r=.35，省察尺度合計 : r=.41，い
表 3-5　 AIミニインタビューの自己評価高群における協同作業認識尺度の尺度得点の変化
事前（t1） 事後（t2） 増減（t2－t1）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 SE t 自由度
協同効用因子 39.22 3.540 41.30 3.60 　2.09 0.54 　3.84 45 **
個人志向因子 15.70 3.182 14.48 4.18 －1.22 0.40 －3.02 45 **

















保育者に関する省察 － 0.69** 0.45** 0.84** 0.31** －0.03 －0.24**
子どもに関する省察 － 0.63** 0.91** 0.34** －0.16 －0.22**
他者に関する省察 － 0.81** 0.40** －0.13 －0.36**
省察尺度合計 － 0.41** －0.12 －0.31**
平均 43.22 40.90 44.23 128.50 37.91 15.74 4.85

















保育者に関する省察 － 0.81** 0.58** 0.88** 0.29** －0.18** －0.10
子どもに関する省察 － 0.75** 0.95** 0.28** －0.28** －0.12
他者に関する省察 － 0.87** 0.35** －0.39** －0.14
省察尺度合計 － 0.34** －0.32** －0.14
平均 46.49 44.80 46.62 137.89 39.22 14.84 5.07




省察尺度合計と個人志向因子（子どもに関する省察 : r=.28，他者に関する省察 : r=.39，省察尺
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